
第１問 生徒Ａと生徒Ｂが，「公共」の授業で学んだ「自由」について，次のノートに

その内容をまとめた。ノートを読み，後の問い（問１～４）に答えよ。（配点 １２）

近代市民革命を経てつくられた近代憲法では，人々の自由と平等の確保

が求められ，信教の自由などの自由権と，法の下の平等の保障に主眼が置

かれた。

資本主義経済の発展とともに貧困や失業などの社会問題が深刻化し，２０世

紀に入ると，社会的・経済的弱者を保護し実質的平等を達成するために，国家

の積極的な施策を求めることを内容とする社会権も必要だという主張が広がっ

た。この社会権は，その特徴から「 ア 」と言われる。

日本国憲法をみると，個人の尊重原理を基礎に，様々な自由権や法の下の平

等だけでなく， イ などの社会権も保障されている。

権利の内容だけでなく，権利の保障のあり方にも展開がみられる。大日本帝

国憲法では，権利は法律の範囲内でしか保障されなかった（法律の留保）。これ

に対して，日本国憲法では，大日本帝国憲法のような法律の留保はなく，憲法

の保障する基本的人権を法律などが侵害していないかを審査する権限（違憲審

査権）が，裁判所に付与されている。
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問 １ ノート中の ア ・ イ に入る語句の組合せとして最も適当なもの

を，次の�～�のうちから一つ選べ。 １０１

� ア 国家からの自由 イ 労働基本権

� ア 国家からの自由 イ 国家賠償請求権

� ア 国家による自由 イ 労働基本権

� ア 国家による自由 イ 国家賠償請求権
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問 ２ 下線部に関して，生徒Ａは自由と責任の関係に，生徒Ｂは自由と理性の関

係に関心をもち，それぞれ文献を調べた。その結果を，生徒Ａはメモ１に，生

徒Ｂはメモ２にまとめた。次のメモ１・メモ２と，それぞれに該当する後の事

例ａ～ｃの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。

１０２

人間は，特定の社会的状況の下に置かれながらも，その状況を超えて，

自分の生き方を自由に選ぶことができる。しかし，どのような結果であっ

ても，選択したことの結果に対しては全面的に責任を引き受けなくてはな

らない。

メモ１

根本的な意味での自由とは，自分の欲求や感情にしたがって行動するこ

とではなく，自分の理性を用いてそうした欲求や感情を抑制し，自律的な

意志に基づいた行動を遂行することである。

メモ２

事例

ａ 大学卒業がかかる学期末試験の準備をやめて，試験前日までオンライン

ゲームで遊んだ。試験には通らず，卒業できなくなったので退学した。

ｂ 大学の授業が終わった後，友人にカラオケに誘われ，行きたくなった。し

かし，別の友人と先に交わした約束を守ることは義務だと考えて断った。

ｃ 働きたくなかったので，大学卒業後は就職すべきだという周囲の声をよそ

に海外放浪に出た。帰国後，就職するまで苦労した。

� メモ１―ａ メモ２―ｂとｃ � メモ１―ｂ メモ２―ａとｃ

� メモ１―ｃ メモ２―ａとｂ � メモ１―ａとｂ メモ２―ｃ

� メモ１―ａとｃ メモ２―ｂ � メモ１―ｂとｃ メモ２―ａ
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問 ３ 下線部に関連して，生徒Ａと生徒Ｂは，先生Ｔと日本における表現の自由

について会話をしている。次の会話文中の ア ・ イ に入る語句の組

合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０３

Ｔ：なぜ表現の自由が重要だと考えられていると思いますか。

Ａ：選挙の場面で考えてみると，有権者は，様々な主張を比較して，どの立場

が望ましいかを検討し，投票します。しかし，例えば，政権与党の政策に

対する批判を，政府が不適当な表現として発表を事前に禁止してしまうと

なれば…。

Ｂ：それは日本国憲法が明文で禁止する ア ですね。発表が禁止されてし

まうと，その政策に対する批判は世の中に現れません。そうすると，有権

者はどの立場が望ましいかを十分に比較して投票することができなくなり

ますね。

Ａ：この ア の禁止は，憲法が表現の自由を重視することの一つの現れと

いえそうです。他方で，プライバシーや名誉を傷つける表現については，

必要最小限度の制約は許されるとも学びました。

Ｂ：その他にも，外国人や特定の民族などの排斥をあおる差別的言動である

イ が問題となり，これに対応するため２０１６年に「 イ 解消法」

が制定されました。事実や意見を自由に述べることが個人や社会にとって

重要だとしても，何を述べてもよいというわけではないのですね。

Ｔ：そうですね。表現の自由の制約が許されるかは，他者の権利を保護する必

要性と，表現の自由の重要性の双方を踏まえて，慎重に検討する必要があ

ります。

� ア 検閲 イ ヘイトスピーチ

� ア 検閲 イ ポピュリズム

� ア 秘密選挙 イ ヘイトスピーチ

� ア 秘密選挙 イ ポピュリズム
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問 ４ 下線部に関して，日本における裁判に関する法制度の記述として最も適当

なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 １０４

� 最高裁判所は，法律が憲法に反しているかどうかを，具体的な事件とはか

かわりなく審査する。

� 裁判員の参加する裁判では，裁判員は，量刑の判断は行わず，有罪か無罪

かの判断のみを行う。

� 罷免の訴追を受けた裁判官を罷免するかどうかを決める弾劾裁判所は，最

高裁判所に設けられている。

� 下級裁判所として，高等裁判所，地方裁判所，家庭裁判所，簡易裁判所が

設けられている。
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第２問 ある高校で，国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の職員が，難民問題に

関する講演を行った。次の問い（問１～４）に答えよ。（配点 １２）

問 １ 生徒Ａと生徒Ｂは講演内容を振り返って会話をしている。次の会話文中の

ア ～ ウ に入る語句の組合せとして最も適当なものを，後の�～�

のうちから一つ選べ。 １０５

Ａ：人々の権利を保障するはずの国家が内戦などで機能しないことが，難民発

生の原因の一つだと話していたね。

Ｂ：難民に関して，難民条約は，迫害を受けるおそれのある国や地域に難民を

追放したり，送還したりしてはいけない，という ア を定めている。
き きん

Ａ：内戦や飢饉により自国を逃れた人など，難民条約上の難民には必ずしも当

てはまらない人たちも難民と呼ばれることがあるね。アラブの春を機に起

こった内戦などによる イ 難民に直面したヨーロッパでは，難民の受

入れ負担が大きな問題になっていた。

Ｂ：自国での難民受入れ以外にも，他国での受入れを調整する ウ 制度が

あるけれど，これは日本も行っているね。補完的保護という制度も導入さ

れたね。

Ａ：難民をどうやって助ければいいのだろう？ 調べてみよう。

� ア ノン・ルフールマンの原則 イ シリア ウ 第三国定住

� ア ノン・ルフールマンの原則 イ シリア ウ 国内避難民

� ア ノン・ルフールマンの原則 イ ロヒンギャ ウ 第三国定住

� ア ノン・ルフールマンの原則 イ ロヒンギャ ウ 国内避難民

� ア シビリアン・コントロールの原則 イ シリア ウ 第三国定住

� ア シビリアン・コントロールの原則 イ シリア ウ 国内避難民

	 ア シビリアン・コントロールの原則 イ ロヒンギャ ウ 第三国定住

� ア シビリアン・コントロールの原則 イ ロヒンギャ ウ 国内避難民
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問 ２ 難民問題についての学習内容を「公共」の授業で発表することにした生徒Ａと
生徒Ｂは，先生から提示された国際援助に関する次の事例ア～ウについて，そ
の根拠となりうる考え方について本で調べ，後のメモＸ～Ｚにまとめた。事例
ア～ウに対応するメモＸ～Ｚの組合せとして最も適当なものを，後の�～�の
うちから一つ選べ。 １０６

事例
ア コーヒーやカカオなどの現在の輸入品取引の仕組みは，発展途上国の生産
者を貧困に陥らせるものであり，その貧困は先進国の責任なので，先進国は
公正な取引の実現に向けた制度を整備するために援助する。
イ 先進国内にも様々な貧困問題があり，十分な支援がなされていないので，
先進国の政府は国内の貧しい人たちのための予算を優先し，発展途上国への
援助は減らす方向で見直す。
ウ 内戦で生活が破壊されている人が大勢いる国がある一方，先進国にも貧困
や病気などに苦しむ人は多いので，国によらず苦境にある人に先進国は援助
を行う。

近くにいる人を助けることと，遠くにいる人を助けることとの間には道

徳的に見れば違いはない。近くの人が命の危険にさらされており，遠くの

人も命の危険にさらされているなら，近くの人も遠くの人も助けるべき

だ。

メモＸ

（ピーター・シンガー『飢えと豊かさと道徳』児玉聡監訳に基づく）

グローバルな経済秩序によって，豊かな国の人の生活は貧しい国での貧

困を持続させている。これは他者への危害なので，危害を加えてはならな

いという義務に基づいて，豊かな国は，貧しい国での貧困を生み出さない

ような措置をとるべきだ。

メモＹ

（トマス・ポッゲ『なぜ遠くの貧しい人への義務があるのか』立岩真也監訳に基づく）
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貧困層は各国の責任により発生する部分があり，特別な場合を除き，自

分と同じ国の人への義務に優先するような，外国の貧困層に援助する正義

の義務は存在しない。自分と同じ国の人への義務を優先すべきだ。

メモＺ

（デイヴィッド・ミラー『国際正義とは何か』富沢克ほか訳に基づく）

� ア―Ｘ イ―Ｙ ウ―Ｚ

� ア―Ｘ イ―Ｚ ウ―Ｙ

� ア―Ｙ イ―Ｘ ウ―Ｚ

� ア―Ｙ イ―Ｚ ウ―Ｘ

� ア―Ｚ イ―Ｘ ウ―Ｙ

� ア―Ｚ イ―Ｙ ウ―Ｘ
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問 ３ 生徒Ａと生徒Ｂは，難民の支援や難民発生原因の除去の方策の一つとして政

府開発援助（ODA）が重要であると考えた。ODA総額（２０２３年）の上位�か国

はアメリカ，イギリス，ドイツ，日本，フランスである。二人は次の表を作成

して，会話をしている。表中の ア ・ イ には日本またはフランス

が， ウ ・ エ にはアメリカまたはイギリスが入る。 ア と

エ に入る国名と，後の会話文中の オ に入る記述の組合せとして最

も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０７

表

国

二国間 ODA（百万ドル） 多国間 ODA

（百万ドル）

ODAの

対 GNI比（％）うち，政府貸付等

ドイツ ２８，２８９ １，０９７ ８，３９３ ０．７９

ア ８，８２３ １，７０４ ６，６０３ ０．５０

イ １５，８９２ ９，０９８ ３，７０９ ０．４４

ウ １２，２５３ 実績なし ６，８５８ ０．５８

エ ５９，１９４ 実績なし ６，８４６ ０．２４

（注） 金額は，贈与相当額計上方式で計算し，小数点以下は四捨五入している。
（出所） OECD Webページにより作成。

Ａ：日本の ODAが目指すような貧困の撲滅や平和構築は，難民を生み出さな

いためにも重要だと考えられるね。

Ｂ：国際連合（国連）は ODAの対国民総所得（GNI）比の目標を０．７％としてい

るけれど，どの国が満たしているのかな？

Ａ：ドイツだけだね。国連の目標の半分にも満たない国もあるね。

Ｂ：アメリカは ODA総額では一番多いことを考えると，国連の目標を達成し

ていないから責任を果たしていない，とも言いづらいな。

Ａ：ODAのあり方にはどのような違いがあるだろう？

Ｂ：日本は，二国間 ODAの金額の半分以上が政府貸付等となっている。一方

で，イギリスとアメリカは政府貸付等がない。日本の政府貸付等が多いの

はなぜかな？
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Ａ：政府は，借り手である発展途上国側の開発に対する主体性を高めて自助努

力を促すため，と言っている。

Ｂ：二国間 ODAを重視する国だけではないね。フランスは，二国間 ODAに

対する多国間 ODAの割合が一番高い。

Ａ：多国間 ODAというのは UNHCRなどの国際機関を通じた援助のことだ

ね。二国間 ODAと比較した場合の多国間 ODAの特徴として， オ

ということがいえるね。

Ｂ：自国での難民の受入れにかかる費用も ODAに含まれるようだし，ODA

の実際の内容を見ないとわからないことも多いね。

Ａ：情報を整理して，国際社会における各国の責任について考える必要がある

な。

オ に入る記述

Ｘ 援助国と被援助国との間の友好的な関係が強化される

Ｙ 専門機関のもつ専門性や機動力が活用できる

� ア 日本 エ アメリカ オ Ｘ

� ア 日本 エ アメリカ オ Ｙ

� ア 日本 エ イギリス オ Ｘ

� ア 日本 エ イギリス オ Ｙ

� ア フランス エ アメリカ オ Ｘ

� ア フランス エ アメリカ オ Ｙ

� ア フランス エ イギリス オ Ｘ

	 ア フランス エ イギリス オ Ｙ
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問 ４ 授業での発表を終えて，生徒Ａと生徒Ｂが次回の発表テーマについて会話を

している。次の会話文中の ア ・ イ に入る記述の組合せとして最も

適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０８

Ａ：難民も含めて，日本における在留外国人の権利保護はどうなっているのか

な？ 言葉の壁などもあって在留外国人が直面しやすい課題もありそうだ

ね。

Ｂ：権利保護の観点から，社会の一員として在留外国人の社会参加を進めても

よいのではないか，という意見もあるよね。

Ａ：参加ということで思いつくのは選挙かな。日本国憲法を見てみると，第

１５条第�項で公務員を選定し罷免することは ア であると書かれて

いるね。

Ｂ：選挙ではないけれど，広島市のように，自治体の条例に基づく住民投票に

おいて，外国人にも投票権を認めているところもある。ただ，住民投票で

外国人に投票権を認めることには反対する意見もある。

Ａ：行政の側が積極的に外国人の意見を聴くこともあるね。神奈川県川崎市

は，外国人市民代表者会議を設置したよ。

Ｂ：それ以外だと，憲法第１６条で保障される請願権は イ とされてい

る。

Ａ：経済活動や地域活動など，日本人も在留外国人も様々なかたちで社会に参

加しているよね。よりよい社会をつくっていくために，さらに考えていき

たいな。

� ア 国民固有の権利 イ 日本国民のみが行使できる

� ア 国民固有の権利 イ 国籍に関係なく行使できる

� ア 何人も有する権利 イ 日本国民のみが行使できる

� ア 何人も有する権利 イ 国籍に関係なく行使できる
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第３問 生徒Ａと生徒Ｂは，「公共」の授業で，経済活動とその社会的影響について

学習した。次の問い（問１～４）に答えよ。（配点 １３）

問 １ 生徒Ａと生徒Ｂが遊びに行く計画をしている。次の会話文中の ア ・

イ に入るものの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから

一つ選べ。 １０９

Ａ：気分転換に遊びに行かない？

Ｂ：いいね。アルバイトを休んじゃおうかな。

Ａ：アルバイトがあったんだね。もし遊びに行かずにアルバイトをしたなら

ば，いくら稼げるの？

Ｂ：５，０００円だよ。

Ａ：そうすると，遊びに行くことで，この５，０００円をあきらめることになるん

だね。

Ｂ：私たちは，何かの意思決定をする場合には，いくつかの選択肢を比較し

て，その中から一つを選んでいるよね。「公共」の授業では，ある選択をす

ることで，あきらめることになった最大の利益をコストとしてとらえる

ア の考え方を学んだね。

Ａ：そうだね。仮にアルバイトの時給が上がったならば，アルバイトではなく

遊びに行くことの ア は イ と考えることができるよ。

Ｂ：なるほどね。このように授業で学んだことを日常生活にあてはめて，日々

の意思決定や行動について考えることができるんだね。
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� ア 固定資本減耗 イ 増加する

� ア 固定資本減耗 イ 変わらない

� ア 固定資本減耗 イ 減少する

� ア 機会費用 イ 増加する

� ア 機会費用 イ 変わらない

� ア 機会費用 イ 減少する

地理総合／歴史総合／公共
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問 ２ 生徒Ａと生徒Ｂは，外部不経済（外部負経済）について会話をしている。次の

会話文中の ア ・ イ に入るものの組合せとして最も適当なものを，

後の�～�のうちから一つ選べ。 １１０

Ａ：そういえば，「公共」の授業で勉強した外部不経済って何だったっけ？

Ｂ：ある経済活動が，市場を介さずに，第三者に対して不利益を与える場合

を，外部不経済というって学んだよ。

Ａ：具体的にはどういうことだろう。

Ｂ：例えば，ある地域に建設された工場が操業を開始した。それにより，川に

汚染物質が排出されたとしよう。その汚染物質が原因で，その地域では野

菜などの農産物の育ちが悪くなった。こうした状況の下で，農家が農産物

の生産量を維持するために，何らかの対策が必要となったとすると，生産

にかかる費用が ア することになるよね。この事例では，工場の操業

により，その地域の農産物の生産に外部不経済が生じているといえるよ

ね。

Ａ：なるほど。こうした工場の操業による影響に対処するにはどうしたらいい

んだろうね。

Ｂ：授業で学んだことからすれば，外部不経済に対処する方法の一つとして，

政府が イ ことが考えられるね。企業の経済活動が，このように社会

に影響を及ぼすことがあるということも考えないといけないね。

� ア 増加 イ 農産物の価格を引き下げる

� ア 増加 イ 汚染物質の排出に課税をする

� ア 減少 イ 農産物の価格を引き下げる

� ア 減少 イ 汚染物質の排出に課税をする

地理総合／歴史総合／公共
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問 ３ 生徒Ａと生徒Ｂは，外部不経済について話した後，企業の望ましいあり方に

ついて会話をしている。次の会話文中の ア には後の語句ａ・ｂのいずれ

かが入る。また，下線部の事例にはｃ・ｄのいずれかがあてはまる。

ア に入る語句と，下線部にあてはまる事例の組合せとして最も適当な

ものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１１

Ａ：企業が自社の利潤のみを追求することが，社会にとって悪い影響を及ぼす

ことがあるわけだね。それだったら，企業はどのように社会に関わればい

いんだろう。

Ｂ：企業が株主だけでなく，従業員や消費者など，広く社会からの要求にも対

応すべきだという， ア が日本でも最近言われるようになった。

Ａ：企業も様々なかたちで社会に貢献しないといけなくなってきたわけだ。そ

の一つとして，フィランソロピーというのがあるんだね。

Ｂ：単なるイメージアップのための場合もあるんじゃない？

Ａ：どんな理由であれ，そうした活動をする企業がより評価されれば，社会へ

の配慮と経済活動の調和がとれるようになるかもしれないね。

ア に入る語句

ａ 所有と経営の分離 ｂ 企業の社会的責任（CSR）

下線部にあてはまる事例

ｃ 企業が近隣地域の緑化・清掃を行ったり，生活に困難を抱える人のための

福祉活動を行ったりする。

ｄ ある商品の市場において，販売シェアの高い企業が，他の企業よりも少な

い費用で生産活動を行う。

� ａとｃ � ａとｄ � ｂとｃ � ｂとｄ
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問 ４ 生徒Ａと生徒Ｂは，地方自治体が地域社会に提供するサービスにも関心をも

ち，次のレポートを作成した。レポート中の下線部～に関する記述の正誤

の組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１２

地方自治体は，公平性と効率性を考えながら，持続可能なまちづくりを

目指している。例えば，ある地方自治体は，競争入札を通じて公立図書館

の運営を民間企業に委託している。この施策によって，図書館のサー

ビス水準を維持したまま運営費用を節約できたならば，運営の効率性が高

まったといえる。

また，別の地方自治体は，山間部を含めて地域全体を網羅するコミュニ

ティバスの事業を運営している。この場合，バス事業の赤字が続いた

としても地域内のすべての住民に対して移動する機会を保障するならば，

その事業は，住民に対するサービス提供の公平性よりも運営の効率性を優

先する取組みであるといえる。

現実には，公平性と効率性を同時に両立させることは難しい。「公共」の

授業では，二つの選択肢があるときに，どちらか一方を選択すれば他

方はあきらめなければならないという関係を，トレードオフと呼ぶと学習

した。

地方自治体は，限られた予算のなかで，公平性と効率性をバランスよく

追求しながら，まちづくりに取り組むことが大切である。

レポート

� ―正 ―正 ―正 � ―正 ―正 ―誤

� ―正 ―誤 ―正 � ―正 ―誤 ―誤

� ―誤 ―正 ―正 � ―誤 ―正 ―誤

	 ―誤 ―誤 ―正 � ―誤 ―誤 ―誤
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第４問 生徒Ａと生徒Ｂは，「公共」の授業で，公正な社会をどのように実現するか

に関する探究学習を行っている。次の問い（問１～４）に答えよ。（配点 １３）

問 １ 公正な社会の実現に向けて解決すべき課題に関して，先生Ｔは授業で次のよ

うな問題提起をした。先生の問題提起中の ア ・ イ に入る語句の組

合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１３

先生の問題提起

公正な社会の実現には，どのような課題があるだろう。

政治哲学者サンデルは，人は自分が生まれ育った共同体の一員として，

その共同体の価値観を身につける点を重視し，共同体で共有されている

ア を実現することが公正な社会の基盤になる，と述べている。

他方，グローバル化が進み，人の移動が盛んな現代では，異なる共同体

で生まれ育ち，別々の価値観を身につけた人々によって公共空間が形成さ

れている。

青年期の発達課題を論じた教育学者 イ は，『人間の発達課題と教

育』という著書で，発達課題の一つとして，行動の指針としての価値観や

倫理体系を身につけるという項目を挙げている。

公共空間においては，他者との対話や議論を通じて，多様な価値観や倫

理体系があることを学び知り，新たな価値観や倫理体系の創造や，合意形

成を目指していくことが課題となるのではないだろうか。

公正な社会の実現に向けて，現在解決すべき課題にはどのようなものが

あるか，考えてみよう。

� ア 共通善 イ ハヴィガースト

� ア 共通善 イ リースマン

� ア 原初状態 イ ハヴィガースト

� ア 原初状態 イ リースマン

地理総合／歴史総合／公共
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問 ２ 生徒Ａと生徒Ｂは，先生Ｔの問題提起を受け，現在解決すべき課題について

探究学習を進めていたところ，日本では雇用形態や性別によって所得に差があ

ることを知り，次の表を見つけた。表から読み取ったことを後のＸ～Ｚに記

し，さらにその後の探究学習で学んだことを後のメモにまとめた。メモ中の

ア には後の語句ａ・ｂのいずれかが入る。表を正しく読み取ったもの

と， ア に入る語句の組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうち

から一つ選べ。 １１４

表 雇用形態別 男女別 所得分布（２０２２年） （％）

所得
（主な仕事から
の年間収入・収
益）

正規雇用者 非正規雇用者

男性 女性 男性 女性

９９万円以下 ０．３ ０．８ １．８ ３．１

１００～１９９万円 ２．４ ７．４ １９．２ ３３．９

２００～２９９万円 １４．９ ３２．７ ４４．０ ４９．５

３００～３９９万円 １９．５ ２６．７ １８．９ １０．１

４００～４９９万円 １８．４ １５．８ ８．１ ２．０

５００～５９９万円 １３．８ ７．９ ３．５ ０．９

６００～６９９万円 ９．９ ４．２ ２．１ ０．２

７００～７９９万円 ７．５ ２．２ ０．８ ０．１

８００～８９９万円 ４．８ １．２ ０．７ ０．０

９００～９９９万円 ２．９ ０．４ ０．３ ０．０

１，０００万円以上 ５．６ ０．８ ０．８ ０．１

（注�） 表では，元の統計資料の「正規の職員・従業員」を正規雇用者，「非正規の職
員・従業員」を非正規雇用者とした。

（注�） ここでは元の統計資料のうち年間就業日数が２００日以上，週間就業時間が
４０～４４時間である正規雇用者と非正規雇用者を比較した。

（注�） 所得は，元の統計資料に依拠し，�万円単位で示している。
（注�） 数値は四捨五入しているため，合計は１００％にならないことがある。
（出所） 総務省Webページにより作成。
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Ｘ 非正規雇用者の男性では，所得「２００～２９９万円」の層が�割以上いるが，

正規雇用者の男性ではいずれの所得の層も�割を超えているところはない。

Ｙ 所得２９９万円以下の非正規雇用者の女性の割合は�割以上であるが，所得

２９９万円以下の非正規雇用者の男性の割合は�割台である。

Ｚ 所得９００万円以上の正規雇用者の男性の割合は�割を超えているが，所得

９００万円以上の正規雇用者の女性の割合は�割未満である。

メモ

・ 表によると，ほぼ同じ時間働いているのに，雇用形態によって所得の

分布が異なる。また，同じ雇用形態でも性別によって所得の分布が異な

る。

・ 非正規雇用者が正規雇用者と同じ仕事をしていることもある。

・ 時給換算すると，非正規雇用の方が賃金が低く設定されていることが

多い。

・ 雇用形態や性別による所得の差の是正に向けて，日本では今後，ヨー

ロッパ諸国のように ア をさらに進めていくことが重要であると考

えられる。

ア に入る語句

ａ 同一労働同一賃金 ｂ 終身雇用制

� Ｘ，ア―ａ

� Ｘ，ア―ｂ

� Ｙ，ア―ａ

	 Ｙ，ア―ｂ


 Ｚ，ア―ａ

� Ｚ，ア―ｂ
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問 ３ 生徒Ａと生徒Ｂは，世代間の公正にかかわる経済格差と雇用形態との関係に

ついて，先生Ｔとともに，さらに探究学習を進めていたところ，貧困の問題に

気づいた。次の会話文を読み，会話文中の ア ～ ウ に入る語句の組

合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１５

Ａ：日本は，年間所得が全国民の所得の中央値の半分に満たない人の割合であ

る ア が，OECD加盟国のなかでも高いです。とりわけ，働いてい

ても所得の低いワーキングプアが問題になっています。

Ｂ：母子世帯の就業率は，OECD加盟国のなかでも高いです。ひとり親世帯

の貧困が問題になっていることを考えると，就業が貧困の解消には必ずし

もつながっていないように思えます。

Ｔ：１９９９年の イ の改正で対象とする業務の範囲が拡大されたことや，

産業構造の変化を背景に，非正規雇用者の割合が増えています。日本型雇

用慣行の下では，一度非正規雇用になると，その後，正規雇用者として働

くことは難しく，実際に，１９９０年代半ばから２０００年代前半の不況のとき

に新卒で正規雇用に就きにくかった ウ 世代は，いまだに所得の低い

人が多いようです。

Ａ：働き方の選択肢が増えたのはよいと思いますが，貧困に陥ってしまうくら

い所得が低いのは問題です。貧困は次世代にも関わってくるので，さらな

る対策を考えたいと思います。
（注） 年間所得とは，世帯の可処分所得を世帯人員の平方根で割ることで調整した等

価可処分所得のことである。

� ア 絶対的貧困率 イ 労働者派遣法 ウ 就職氷河期

� ア 絶対的貧困率 イ 労働者派遣法 ウ 第一次ベビーブーム

� ア 絶対的貧困率 イ 最低賃金法 ウ 就職氷河期

� ア 絶対的貧困率 イ 最低賃金法 ウ 第一次ベビーブーム

� ア 相対的貧困率 イ 労働者派遣法 ウ 就職氷河期

� ア 相対的貧困率 イ 労働者派遣法 ウ 第一次ベビーブーム

	 ア 相対的貧困率 イ 最低賃金法 ウ 就職氷河期

� ア 相対的貧困率 イ 最低賃金法 ウ 第一次ベビーブーム
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問 ４ 生徒Ａと生徒Ｂは，探究学習で学んだことを他の生徒の前で発表した。その

後，クラスで，公正な社会の実現に向けて様々な構想を話し合った。次の構想

１・構想２中の ア ・ イ には後の記述Ｘ～Ｚのいずれかが入る。そ

の組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１６

構想１

貧困状態に陥ることを防ぐために，国民に一定の現金を給付したらよいと思

う。その場合，所得制限のある施策は支援の対象とならない人に不公平感を生

むことがあるので， ア ことがよいと考える。申請をしなくても給付があ

るようにすれば，社会保障の仕組みを簡素化できる。ただし，この対策は，支

給される金額によって，財政支出の規模が変わり，また，人々の労働意欲にも

影響を与える可能性もあるため，支給額を慎重に検討する必要がある。

構想２

ヨーロッパの一部の国で行われている「ワークシェアリング」という方法を，

日本でも本格的に導入したらどうか。これは，仕事を分け合うために イ

という方法で，雇用される人の数を維持または増やすことができる。長時間労

働の対策にもなり，より多くの人が，経済活動と同時に，家庭生活，社会活動

を調和させて，いろいろな経験ができるようになる。ただし，個人の所得が低

くなる場合には，社会保障政策のあり方も一緒に検討する必要がある。

記述

Ｘ 所得の低い家庭の子どもに無償または安価で食事を提供する

Ｙ すべての人に最低限度の所得を保障する

Ｚ 労働者一人あたりの労働時間を短縮する

� ア―Ｘ イ―Ｙ � ア―Ｘ イ―Ｚ � ア―Ｙ イ―Ｘ

� ア―Ｙ イ―Ｚ � ア―Ｚ イ―Ｘ � ア―Ｚ イ―Ｙ
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